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〓 人 事

任陸軍軍醫少尉 中 野 文 郎

(四月十五日)

市 村 丑 雄

衛生技師に任ず

高等官七等 を以 て待遇せ らる
(四月十五日)

衛生技師 市 村 丑 雄

岡山縣衛生技師に補 す
(四月十五日)

臺北帝國大學教授兼臺北帝國
大學附屬医學專門部教授臺北
帝國大學學生主事

横 川 定

免兼臺北帝國大學學生主事

(四月二十一日)

衛生技師 市 村 丑 雄

五級俸下賜

(四月十五日)

從六位 田 淵 義 三 郎

敍勲六等授瑞寳章

(四月十三日)

岡山醫科大學助教授 中 井 良 平

本 俸六級 俸下賜

(五月〓 日)

敍從六位 正七位 田 淵 義 三 郎

(一月十六日)

岡山醫科大學助教授 杉 佐 助

依願免本官
(五月三 日)

保健技 師 多 田 隈 健 雄

三級 俸下賜

(五月十九日)

○木 村 敏 三 君 は今般廣島懸庄原町庄原病院 に

勤務せ られ た り

○青 山 勉君 豫て岡山醫科大學石山外科 に勤

務 し居 られ し同君は今般萩 市松野病院に轉勤せ ら

れ た り

○ 中 島 達 二君 豫 て滿洲國滿鐵敦化醫院 に勤務

し居 られ し同君は今般哈爾濱市滿鐵醫院 内科醫長

に榮轉せ られ た り

○蜂 谷 道 彦 君 岡 山醫科大學稻 田内科 に勤務中

の同君は今般廣 島市遞信診療所長 に就任せ られた

り

○磯 野 隣 夫 君 豫 て防府市中央病院産婦人科醫

長 として勤務 し居 られ しが今般其 の職 を辭 し香川

縣觀音寺町に於 て開業せ られた り

小林英 輔君 君 は大正元年 岡山醫學專門學

校 を卒業 し陸軍 に出仕 し軍醫 少佐 に進み退

役後は本縣 眞庭郡神庭村 に開業 し居 られ し

が支那事變起 るや應召 し北支 に於 て勇戰中

な りしが本 月9日 北京前田部隊にて名譽 の

戰病死せ られ た りと寔 に痛惜 に堪 へず謹 み

て茲 に哀悼の意 を表す

多田隈健雄君 岡山刑務所 に奉職 し傍 ら岡

山醫科 大學法醫學教室 に於 て研究 中な りし

同君は急病 に て本 月19日 遠逝せ られ た り

と寔に痛惜 に堪へず謹みて茲 に弔意 を表す

倉内嘉也 君 大正5年 岡山醫學專門學校 を

卒 業 し陸軍 に出仕 し累進 し陸軍軍醫 大尉 と

な り昭和2年 豫備役 とな り岡山縣英 田郡 に

於 て開業 し日支事變起 るや 勇躍應 召 し前線

に活動中戰傷 を受 けて加療全治後 再び 第1

線にて奮闘 し復 た戰傷 を受 け○○野 戰病院

にて加療中遂 に去 る24日 戰病 死せ られ た

り寔 に痛惜に堪 へず謹 みて茲 に弔意 を表 す
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河野稻太郎君逝 く 君 は 明治31年 第三 高

等學校醫學部 を卒業 し直 ちに同學部病理學

教室に入 り研究 し後津山市に於 て開業 し今

日に至 りしが昨年 よ り病魔 に犯 され靜 養に

力め られ しも醫藥其 の效 を奏 せ ず 去28日

遂に永眠せ られた りと寔 に哀悼 に堪へず謹

みて茲 に用意 を表す

〓 學 位授 與

次 記諸君 は豫て論文 を岡山醫科大學 に提 出 し學位

を諸求 し居 られ しが割註 の如 く孰れ も醫學博士の

學 位を 受與せ られ た り尚ほ其の主論文 及び參 考論

文 は次の如 し

飛 谷 忠 弘 君

主 論 文

南 天 ノ1「 ア ル カ ロ イ ド」「ナ ン ヂ イ ニ ン」

(Nandinin)ノ 藥 理 學 研 究

第1報 告 抽 出精 製,一 般 作 用 毒 性,骨 骼 筋,

運 動 神 經 竝 ニ知覺 神 經 ニ對 スル作 用(本 誌

第49年 第7號 ニ發表 ス)

第2報 告 循 環 器系 統 竝 ニ呼 吸 ニ及 ボ ス影 響

(本 誌 第49年 第8號 ニ發 表 ス)

第3報 告 滑 平筋 臟 器 ニ對 スル 作 用(本 誌第

49年 第10號 ニ發 表 ス)

第4報 告 尿 分泌,體 温 竝 ニ血 液像 ニ及 ボ ス

影 響(本 誌 第50年 第7號 ニ發 表 ス)

參 考 論 文

1. 「ブ ル ボ カ ブ ニ ン」(Bulbochpnin)ト 南 天

ノ1「 ア ル カ ロ イ ド」「ド メスチ チ ン」(Dome-

sticin)ト ノ藥 理學 的 作 用比 較 研究(追 テ本 誌

ニ發表 ノ豫 定)

2. 「ヂ フ エニ ール グ ア ニヂ ン」(Diphenylgua-

nidin)ノ 藥理 學 的研 究

第1報 告 一般 作 用 毒 性,血 壓,蛙 剔 出心

臟,家 兎 剔 出小 湯 竝 ニ子 宮,家 兎 生 體 小

腸 竝 ニ血 液 凝 固 ニ及 ボ ス影 響(本 誌 第51

年 第4號 ニ發 表 セ リ)

3. 「ヂ フ エ ニール グア ニヂ ン」(Diphenylgua-

nidin)ノ 藥 理 學 的 研 究

第2報 告 家 兎 血 糖 竝 ニ體 温 ニ及 ボ ス影 響

(追 テ 本誌 ニ發 表 ノ豫 定)

4. 「カ ン フア ー」ノ血 糖 作用 知 見 補 遺(岡 山醫

科 大 學歐 文 業府 第6卷 第2號 ニ發表 セ リ)

大 野 勤 次 郎 君

主 論 文

口蓋扁桃腺 内ニ於 ケル「ヂ フテ リー菌」ニ就 テノ

研究(大 日本耳鼻咽喉科會會報 第45卷 第4號 ニ

發表 ノ豫定)

參 考論文

1. 再 ビ我 ガ教室 ニ於 ケル耳性竇血栓 ニ就 テノ

統計 的觀察(高 原滋夫,岡 貞邦共著)(大 日本

耳 鼻咽喉科會 會報第45卷 第1號 ニ發表 ノ豫

定)

2. 口蓋 内被細胞腫 ニ就 テ(「 グレンツゲ ビー

ト」第12年 第10號 ニ發表 ス)

3. 壓迫性横竇血栓 ノ2例(耳 鼻咽喉科臨牀第

32卷 第5號 ニ發表 ス)

4. 比較的容易 ニ摘出 シ得 タル大 ナル扁桃腺肉

腫 ノ2例(小 坂昭男共著)(耳 鼻咽喉科臨牀第

31卷 第3號 ニ發表 ス)

井 爪 昌 和 君

主 論 文

急性氣管枝 閉塞性肺虚脱 ノ細菌感染 ニ關 スル實

212



雜 報 1203

驗的研究

其 ノ1. 急健虚脱肺 ノ生體 色素攝取竝 ニ細菌

沈着 ニ就 テ(昭和14年5月 日本外科學會雜

誌 ニ發表 ノ豫定)

其 ノ2. 急性虚脱肺 ノ肺炎双球菌 ニ對 スル抵

抗(昭 和14年6月 日本外科學會雜 誌ニ發表

ノ豫定)

其 ノ3. 急性虚脱 肺 ノ黄色葡萄状球 菌ニ屬 ス

ル抵抗(昭和14年7月 日本 外科學會雜誌 ニ

發表 ノ豫定)

其ノ4. 急性虚脱肺 ノ牛型結 核菌 ニ對 スル抵

抗(昭 和14年8月 日本外科學會雜誌 ニ發表

ノ豫定)

參考論文

1. 喀痰 ニ依ル氣管枝 閉塞性急性肺虚脱 ニ關 ス

ル實驗的研究(昭和14年9月 日本外科學會雜

誌 ニ發表ノ豫定)

2. 肋膜腔内壓曲線分析 ニ關 スル研究(東 京醫

事新誌第30596號 ニ發表 ス)

3. 再 ビ術後急性充實性肺虚脱 ノ症 例追加(東

京醫事新誌第2998號 ニ發表 ス)

4. 脊髓症状 ヲ伴ヘル76歳 ノ高齡者 ニ見 タル

頸椎「カリェス」ニ就 テ(日 本整 形外科學會雜

誌第10卷 第4號 ニ發表 ス)

5. 椎弓切除術 ニヨル小兒脊髓麻痺治驗例(本

誌第46年 第6號 ニ發表 ス)

6. 肋膜腔内異物 ノ1例(本 誌第45年 第10號

ニ發表 ス)

7. 箝頓性 トライツ氏「ヘル ニア」ノ1例(東 京

醫事新誌第3032號 ニ發表 ス)

3. 我 ガ教室 ニ於 ケル小 兒脊髓麻痺 ノ手術遠 隔

成績(東京醫事新 誌第2916號 ニ發表 ス)

徳 毛 卓 三 君

主 論 文

肺循環竝 ニ血液瓦斯 ヨリ見 タル肺臟機能 ニ關 ス

ル研究

其 ノ1. 肺流血量測定 ニ關 スル余 ノ實驗方法

竝 ニ正常肺左右流血量 ニ關 スル實驗的研究

(昭 和14年7月 日本外科學會雜誌 ニ發表 ノ

豫定)

其 ノ2. 虚脱肺流血量 ノ時間的消長 ニ關 スル

實驗的研 究(昭 和14年8月 日本外科學會雜

誌 ニ發表 ノ豫定)

其 ノ3. 氣管 内閉鎖異物除去後 ノ肺臟治癒機

轉 ニ就 テ(昭 和14年9月 日本外科學會雜誌

ニ發表 ノ豫定)

其 ノ4. 1側 閉塞 性肺虚脱 急救處置 トシテ人

工 氣胸療法(昭 和14年10月 日本外科學會

雜 誌ニ發表 ノ豫定)

其 ノ5. 各種氣胸 ノ血液瓦斯 ニ及 ボ ス影響

(左右別及 ビ注入瓦斯量別)(昭 和14年10

月日本外科學會雜誌 ニ發表 ノ豫 定)

參考論文

1. 胸腔内遊離肋膜石灰板 ニ就 テ(東 京醫事新

誌第2995號 ニ發表 ス)

2. 蟲樣突起軸輸轉症2例 ニ就 テ(東 京醫事新

誌第2996號 ニ發表 ス)

3. 副腎移植後5箇 年 ヲ經過セ シアヂ ソン氏病

ノ治驗例(東 京醫事新誌第2943號 ニ發表 セ

リ)

4. 人生體 ヨリ摘 出セル 「トロ トラス ト」攝取

肝及 ビ脾臟 ノ組織學的檢 索(東 京醫事新誌第

2957號 ニ發表 セリ)

5. 箝 入口癒着 ニ依 ル自然治癒 セル腸管重積症

(東 京醫 事新誌第2957號 ニ發表 セ リ)

6. 開腹術後 ノ早期起床 ニ就 テ(日 本臨牀外科

學 會雜誌第2囘 第2號 ニ發表 セ リ)

7. 胸 脊髓液過剩流失 ノ危險 ト其 ノ處置(日 本

臨牀外科學會雜誌第2囘 第3號 ニ發表 セ リ)

8. 糞瘻後處置 ニ就 テ(日 本 臨牀外科學會雜誌

第2囘 第3號 ニ發表 セ リ)

9. 綿紗 代用品 トシテ「ウールペーバー」竝 ニ金

網 ノ應 用(治療茂 ビ處方 第191號 ニ發表 セ リ)
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小 泉 道 徳 君

主 論 文

氣 管 粘 膜 ノ血 清 學 的 研 究

其 ノ1. 氣管 粘 膜纎 毛 上皮 蛋 白 ノ特 異 性 ニ就

テ(本 誌 第47年 第7號 ニ發 表 セ リ)

其 ノ2. 氣管 粘 膜 ニ ヨル 同種 竝 ニ 自家 抗體 産

生 ニ就 テ(本 誌 第47年 第8號 ニ發 表 セ リ)

其 ノ3. 氣 管粘 膜 ノ局 所 免疫 ニ就 テ(本 誌 第

47年 第9號 ニ發 表 セ リ)

參 考 論 文

其 ノ1. 血 球 竝 ニ血 清 ニ及 ボ ス「フ オル マ リ ン」

ノ影 響 ニ就 テ

第1報 赤 血球 ノ抵 抗 ニ及 ボ ス 「フオ ル マ

リ ン」ノ影 響 ニ就 テ(本 誌 第47年 第4號

ニ發 表 セ リ)

其 ノ2. 同 上

第2報 血球 抗原 性 ニ及 ボ ス 「フ オル マ リ

ン」ノ影 響 ニ就 テ(本 誌 第47年 第5號 ニ

發 表 セ リ)

其 ノ3. 同 上

第3報 血 清 蛋 白 ニ及 ボ ス「フ オル マ リ ン」

ノ影 響 ニ就 テ(本 誌 第47年 第6號 ニ發 表

セ リ)

其 ノ4. 妊 婦 尿 「ホル モ ン」ノ吸 着 竝 ニ生體 内分

離 ニ關 スル實 驗 補遺(産 科 ト婦 人 科 第5卷 第

10號 ニ發 表 セ リ)

其 ノ5. 卵管 妊 娠 ノ稽 留 ヲ伴 ヒシ正 規 妊 娠 例

(産 科 ト婦 人科 第3卷 第6號 ニ發 表 セ リ)

其 ノ6. 父 母 ノ状 態 竝 ニ妊 娠,分 娩 ノ經 過 ト乳

兒發 育 トノ關 係(京 都醫 學 專 門 學 校紀 要 第2

卷 第9號 ニ發 表 セ リ)

岡 村 好 幸 君

主 論 文

唾 液分泌機能 ニ就 テノ研究(本誌第51年 第2號

ニ發表 セ リ)

參考論文

1. 網 膜 ノ疲 方 竝 ニ其 ノ恢 復 ノ研 究 追 テ(本 誌

ニ發 表 ノ豫 定)

2. 低 壓 ガ家兎 耳 朶 血 管 ノ赤 血球 數 ニ及 ボ ス影

響 ニ就 テ ノ研究(追 テ本 誌 ニ發 表 ノ豫 定)

3. 血 管(模 型)直 徑 ノ大 小 ニ依 ル赤 血球 數 ノ變

化 ニ就 テ ノ實 驗 的研 究(追 テ本 誌 ニ發表 ノ豫

定)

4. 家 兎血 清 ノ「カ タホ レー ゼ」ニ就 テ ノ研 究

(追 テ本 誌 ニ發表 ノ豫 定)

5. 臟 器 「リボ イ ド」ノ家 兎 血 液 凝 固 ニ及 ボ ス影

響 ニ就 テ(本 誌 第48年 第7號 ニ發 表 セ リ)

6. 「コル ヒチ ン」ノ酵 母 菌 ノ分 裂 ニ屬 スル 影 響

(追 テ本 誌 ニ發 表 ノ豫 定)

7. ワル トン氏 管 異 物 ノ1治 驗 例(本 誌 第48年

第10號 ニ發 表 セ リ)

8. 杙 創 ニ依 ル尿 道 全 層 斷裂 ノ1治 驗 例(本 誌

第49年 第2號 ニ發 表 セ リ)

9. 上 膊 骨〓 上 骨 折 ノ療 法 特 ニ其 ノ鋼 線 索 引 療

法 ニ就 テ(日 本 外 科 寳 函 第13卷 第2號 ニ發 表

セ リ)

宮 木 輝 夫 君

主 論 文

細菌傳染性竝 ニ中毒性急性疾患 ノ副腎含有 「ア

スコル ビン酸 」ニ及ボ ス影響(實 驗的研究)

1. 海〓急性化膿 性汎發性腹膜炎 ニ於 ケル副

腎 含有「ア スコル ビン酸」ノ量 ノ變化(本 誌

第50年 第11號 ニ發表 セ リ

2. 海〓化膿性汎發性腹膜炎 ニ於 ケル副腎 ノ

病理組織學的變化(本 誌第51年 第1號 ニ發

表 セ リ)

3. 火傷 ノ海〓副腎含有「アスコル ビン酸 」量

ニ及ボ ス影響竝 ニ其 ノ病理組織學的變化

(本 誌第51年 第1號 ニ發表 セ リ)

4. 海 〓膵液性急性腹膜炎 ニ於 ケル副腎含有

「ア スコル ビン酸」量竝 ニ其 ノ病理組織學的

變 化(本誌 第51年 第1號 ニ發表 セ リ)
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參考論文

1. 丸腫瘍 ニ就テ(本誌第50年 第5號 ニ發表 セ

リ)

2. 精系ニ發生セシ混合腫竝 ニ其 ノ腹部轉移腫

瘍 ノ1例(本 誌 第50年 第2號 ニ發表 セ リ)

3. 大眼筋肉組織 ニ發生 セル 肉腫性纎維腫 ノ1

例(臨牀雜誌「外科」第2卷 第5號 ニ發表セ リ)

〓岡 山醫 科 大學 臨 時 附 屬 醫學 專 門部 學 則

第1章 總 則

第1條 岡山醫科大學臨時附屬醫學專門部ハ醫

學 ニ關 スル學術 ヲ授 クル所 トス

第2條 修業年限ハ4年 トス

第2章 學科課程

第3條 學科 目及 ビ其 ノ毎週 教授時間數左 ノ如

シ但 シ教授上特別 ノ必要アル トキハ學科目又ハ

其 ノ時間數 ノ配當 ヲ變更 シ或 ハ教授定時間外若

ハ休業期間ニ於テ臨時講演 ヲ聽 カシ メ又ハ實習

ヲ課 スルコ トアルベシ(學 科課程及 ビ教授時間

數ハ略 ス)

第3章 學年,學 期及 ビ休業(略 ス)

第4章 入學及 ビ在學

第7條 入學ハ學年 ノ始 メ トス

第8條 本專門部 ニ入學 シ得 ル者ハ左 ノ各號 ノ

一ニ該當シ本部 ノ銓衡 ニ合格 シタル者 トス

1. 中學校卒業者

2. 專門學校入學檢定規程 ニ依 リ無試驗檢定

ノ指定 ヲ受 ケタル者

3. 專門學校 入學者檢定規程 ニ依 リ試驗檢定

ニ合格 シタル者

第9條 入學 志願者 ノ數入學 セシムベキ人員 ニ

超過 シタル トキハ學業,身 體 及 ビ人物性行等 ニ

付選拔試驗 ヲ行 フ

選拔試驗 ノ方法ハ其 ノ都度之 ヲ定 ム

第10條 入學志願者ハ入學志願者名票 ニ卒 業證

書 ノ寫(又 ハ卒業見込證明書若ハ合格證書 ノ寫)

寫眞及 ビ入學考査料金5圓 ヲ添 ヘ本專 門部ニ提

出 スベ シ

第11條 入學 ヲ許 可 セ ラ レタル者 ハ 保 證 人連 署

ノ在 學證 書 ニ戸 籍 謄 本 及 ビ入學 料 金3圓 ヲ添 ヘ

提 出 スベ シ

第12條 第2學 年 以 上 ニ缺 員 ア リタル トキハ左

ノ各號 ノ一 二該 當 スル者 ニ付 銓 衡 ノ上 入學 ヲ許

可 スル コ トアル ベ シ

1. 高等 學 校 高 等科 卒 業 者 及 ビ大學 豫 科 修 了

者

2. 第8條 ニ該當 スル者 ニ シ テ前 各學 年修 了

程 度 ニ依 リ行 フ編 入試驗 ニ合格 シ タ ル者

第13條 前 條 ノ入學 ニ關 シ テハ 第7條,第10條

及 ビ第11條 ヲ準 用 ス

第14條 退 學 セ シ者 再 入 學 ヲ願 フ トキハ 詮 議 ノ

上 之 ヲ許 可 スル ロ トア ル ベ シ再 入學 ノ時 期 ハ 第

7條 ニ依 ル モ ノ トス

第15條 一 旦 納 付 シ タ ル入 學 考査 料 及 ビ入 學 料

ハ 如 何 ナル 理 由 ア ル モ之 ヲ還 付 セ ズ

第16條 入 學 ヲ許可 セ ラ レタル 者 ハ直 チ ニ住 所

ヲ届 出 ヅベ シ

第17條 本 人 及 ビ保 證 人 ノ身 分 上 ノ異 動 竝 ニ住

所 ノ變 更 ア リタル トキハ 直 チ ニ届 出 ヅベ シ

第5章 缺 席,休 學,退 學 及 ビ轉 學

第18條 缺 席 スル者 ハ理 出 ヲ具 シ届 出 ヅ ベ シ

缺 席7日 以 上 ニ亙 ル トキハ 保證 人連 署 ヲ以 テ届

出 ヅベ シ但 シ病 氣 ノ場 合 ハ 醫 師 ノ診 斷 書 ヲ添 附

スル ヲ要 ス

第19條 病 氣 又ハ 己 ム コ トヲ得 ザ ル事 故 ニ因 リ

3月 以 上 修學 スル コ ト能 ハ ザ ル 見 込 ノ者 ニハ 願

ニ依 リ當 該學 年間 休 學 ヲ許 可 スル コ トア ルベ シ

但 シ休 學 中 ト雖 モ 復學 ヲ願 出 デ タル トキハ 之 ヲ

許 可 スル コ トア ル ベ シ

第20條 陸 軍 又 ハ海 軍 ノ現 役 ニ服 シ又 ハ 召 集 ニ

應 ズル 者 ハ 其 ノ服 役 又時ハ 召 集 ノ間 休學 トス

第21條 退 學 セ ン トスル者 ハ其 ノ理 由 ヲ詳記 シ

保 證 人 連 署 ヲ以 テ願 出 デ許 可 ヲ受 クベ シ

第22條 左 ノ各 號 ノ一 ニ該 當 スル者 ハ之 ニ退學
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 ヲ命 ズ

  1. 性 行不良 ニシテ改善 ノ見込 ナシ ト認 メタ

    ル者

  2. 學 力劣等 ニシテ成業 ノ見込 ナシ ト認 メタ

    ル者

  3. 2囘 繼續 シテ落第 シタル者

  4. 引續 キ1年 以上缺席シ タル者

  5. 正當 ノ事 由ナクシテ引續 キ1月 以上缺席

    シ タル者

  6. 山席常 ナ ラザル者

第23條 許可 ヲ受 クル ニ非ザ レバ他 ノ學校 ニ入

 學又ハ轉學 ノ志願 ヲ爲 スコ トヲ得 ズ

   第6章 授 業 料

第24條 授業料ハ1學 年金80圓 トシ左 ノ通納

 付 セシム

  第1學 期 金30圓

  第2學 期 金30圓

  第3學 期 金20圓

 納付期 日ハ別 ニ之 ヲ定 ム

第25條 既納 ノ授業料 ハ如何 ナル理 由 アルモ還

 付 セズ

第26條 授業料 ヲ納付 期間内ニ納付セザル者ハ

 登校 ヲ禁止 ス

第27條 缺席又ハ休學 期間 ト雖 モ授業料ハ減免

 セズ但 シ第20條 ノ休學者 ニハ 其 ノ期間 月割 ヲ

 以テ之 ヲ免除 ス

第28條 學費 ノ支辨 極 メテ困難 ナル生徒中成績

 優良ニシテ品行方正 ナル者 ニ對 シ授 業料 ヲ減額

 又ハ免除 スル コ トアルベシ

第29條 退學者 ト雖 モ當該學期 ノ授 業料ハ之 ヲ

 納付 セシム

第30條 特 別 ノ理 由ア リテ成規 ノ卒 業成績考査

 ヲ受 ケ得ズシテ追試驗 ヲ許サ レタル者 ノ授業料

 ハ之 ヲ徴 セズ

   第7章 賞 罰

第31條 學術性行優良 ナル生徒ハ之 ヲ表彰 スル

 コ トアルベシ

第32條 學 則竝 ニ諸規程 ニ違背 シタル者 及 ビ生

 徒 ノ本分 ニ悖 ル行 爲ア リ ト認 メタル者ハ其 ノ輕

 重 ニ從 ヒ之 ヲ懲戒 ス

 懲戒 ハ之 ヲ分 チテ戒 筋,停 學及 ビ放校 トス

   第8章 試驗,進 級及 ビ卒業

第33條 試驗 ハ學期試驗及 ビ卒業試驗 トス

第34條 學 期試驗ハ 各學期 ノ終 ニ於 テ當該學 期

 中 ニ履修 シタル學科 目ニ付之 ヲ行 フ

第35條 實習 ハ擔任教官 ノ意見 ニヨ リ試驗 ヲ施

 行 セズシテ其 ノ成績 ヲ定 ムルコ トアル ベシ

第36條 各學科 目 ノ學 期成績 ハ 學期試驗 ノ成

 績,勤 惰 及 ビ操 行 ヲ考査 シテ之 ヲ定 ム

 考査 ノ方法竝 ニ採點 ノ標準ハ別 ニ之 ヲ定 ム

第37條 學 年成績ハ各學期成績 ノ平均 ニ依ル

第38條 學 年成績所定 ノ標準以上 ノ者 ニ限 リ進

 級 セシム

第39條 所定 ノ授業 日數 ノ3分 ノ1以 上授 業 ヲ

 受 ケザル者 ハ學年成績 ノ如何 ニ拘 ラズ原級 ニ止

 ム

第40條 疾病 又ハ 己ム ヲ得ザ ル事 由ニ因 リ試驗

 定 日ニ缺席セ ン トスル者ハ其 ノ旨 ヲ具 シ保證人

連 署 ノ上願 出デ許可 ヲ受 クベシ但 シ疾病 ニ因ル

 場合ハ醫師 ノ診斷書 ヲ添 フルコ トヲ要 ス

第41條 前條 ノ許可 ヲ受 ケ學期試驗 ニ缺席 シタ

 ルモ ノニ對 シテハ次學期 ノ始 メニ追試驗 ヲ行 フ

 コ トアルベ シ

第42條 卒 業試驗 ハ第4學 年 ノ終 ニ於 テ左 ノ學

 科 目ニ關 シ學 説及 ビ實地 ニ付之 ヲ行 フ

  内科學 外科學整 形外科學 産婦 人科學 眼

  科學 耳 鼻咽喉科學 皮膚科學泌尿器科學

  小兒科學 精神病學

第43條 卒 業試驗 ニ缺席 シタル者 又ハ不合格 ト

 ナ リタル學科 目アル爲卒業 シ得 ザル者 ニ對 シテ

 ハ詮議 ノ上適宜 日時 ヲ定 メ追試驗 ヲ行 フコ トア

 ルベシ

第44條 學 年成績所定標準以上 ニシテ卒業試驗

 ニ合格 シタル者 ニハ所定 ノ卒業證書 ヲ授與 ス
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第45條 本專門部卒業者ハ 岡山醫科大學 附屬醫

 學專門部醫學士 ト稱 スル コ トヲ得

  附 則

本學 則ハ昭和14年5月 日ヨリ之〓 施行 ス

    〓本 會 創 立50周 年 記 念式

同會記念式は豫期 の如 く新緑濃 き本月7日 岡山

醫科大學 に於 て執行せ り其の概況 は次 の如 し當 日

は雲多けれ ども雨の心配 はな く會合には實 に絶好

の日和な りし

午前9時 に至 り先 づ同學大講堂 に於 て物故本會

員699君 の慰靈祭 を次の順序にて擧 行す

 イ. 祓主祓の詞 を奏す

          警蹕管掻,一 同起 立敬禮

 ロ. 大麻行事

 ハ. 鹽湯行事

 1. 齋主招魂 警蹕管掻,一 同起 立敬禮

 1. 献餞 奏 樂

1.　 齋主祝詞 を奏す 一 同 起 立

1. 祭 主弔祭 の辭奉讀 (田村會長)一 同起立

1.　祭 主玉串奉奠 奏 樂

  祭 員之に做ふ

1. 遺族代表者 (菅 忠芳君) 玉 串 奉 奠

1. 來賓代表者 (荒木寅三郎君) 玉 串 奉 奠

1. 會 員代表者 (藤原鐵太郎君) 玉 串 奉 奠

1.　撤餞 奏 樂

1.　送魂 警 蹕 管 掻

  一 同起立敬禮

次に祝 賀式 に移 り(場所 同上)

       司會者 藤 原 副 會 長

1. 開會 の辭 藤 原 副 會 長

1.　式辭 田 村 會 長

1.　事業報告 清 水 主 幹

1. 祝辭

   文 部 大 臣 荒 木 貞 夫 氏

           長 岡 半 太 郎 氏

    岡出縣醫 師會長 藤 原 鐵 太 郎 氏

    岡出市醫 師會長 廣 瀬 耕 一 氏

    祝 電 披 露 大 西 英 男 氏

 次で表彰式に移 り本會 に功勞 あ りし吹 の諸君 を

表彰 し表彰状及び記念 品を呈 す

  桂 鋤富士郎 田 中 文 男 藤 田秀太郎

  田 村 於 兎 藤原鐵太郎 安 藤 畫 一

  齋藤精一郎 皆 見 省 吾 生 沼 曹 六

  稻 田 進 畑 文 平 好 本 節

  麻 植 巨 一 赤 澤 乾 一 掛 谷 令 三

  松 田金十郎 小 野 義 彦 大 西 英 男

 右の式 を終 りて藤原副會長 閉會 の辭 を述べ午前

11時 より第1講 堂 に於 て 本會記念會特別講演 を

開始す

 1. 囘顧談 荒 木 寅 三 郎 先 生

終 て記念撮影(生 化學教室 玄關前 に於 て)

  体憩 畫食 (大講堂 に於 て)

午後1時 よ り第1講 堂に於 て

 2. 日本 文化史 よ り見 たる我が醫學

           藤 浪 剛 一 先 生

午後2時40分 より第1講 堂に於 て

 3. 毎囘食完全説 佐 伯 矩 先 生

 右特別講演場 は滿場 立錐 の餘地 も無 き盛況な り

き.

 右特別講演 を終 り午後6時 より後樂 園鶴 鳴館 に

於 て懇親會 を開 く出席者百餘 名に して互に舊 を談

し新 を語 り靈々裡 に午後9時 散會 せ り

 當 日は東は東京方面,西 は九州,南 は高知,北

は島根方面 よ りの會 員來會せ られ互 に一別 以來 の

久濶 の美は しき辭 令の交換 あ り相共 に手 を執 り學

内,園 内 を逍遙せ られ最 ともなごやかな る光景 を

現 はせ り.詳 細な る記事 は本會50年 史 に 登載の

豫定 な り

   第6囘 日本 放射 線 醫學 會 總 會

 本 月13,　14の 兩 日岡山醫科 大學 生化學講堂 に於

て開會 す其 の演題 は次の如 し

217



1208 雜 報

 1. 赤外線放射が白血球の遊走機能 竝に核型 に

及ぼす影響 に就 て 山 田 正 彦

 2. 超短波 の白血球遊走機能竝 に核型に及ぼす

影響 に就 て 山 田 正 彦

 3. 「レ線」放射 が試驗管内 白血球 の核型 に及ぼ

す影響 に就 て 山 田 正 彦

 4. 「レ線」放射が白血球 の遊走機能竝 に核型 に

及ぼす影響 に就て 山 田 正 彦

 5. 「トロ トラス」注入に よる家兎筋肉「レ線」像

             三 宅 太 郎
             島 田 喜 一

 6. 「オゾン」の生物學的研究補遺

             高 井 五 百 治

 7. 家兎 白血球 内酵素 に及ぼす「レ線 」の作用

             高 井 五 百 治

 8. 「レ線」竝に脾臟抽 出物質の家兎赤血球及び

白血球 に及 ぼす影響 増 倉 善 信

 9. 「レ線」放射 の血液竝 に骨髓所見 に及ぼす影

響に就 て 重 藤 文 夫

 10. 「フエニールヒ ドラチ ン」貧血 に對す る放射

線療法の實驗 的研究 重 藤 文 夫

 11. Butter gelbに よる肝癌發生過程 に於 ける

「レ線」竝 に紫外線の「アルギナーゼ」に及ぼす影響

             川 原 久 秀
             黄 演 〓
             安 岡 眞 三

 12. 造癌性炭化水素3, 4「ベ ンツピレン」の注射

に よる死 因に關す る實驗 倉 元 巖

 13. 「シヤ ツテ ン」の生物學的作用の研究

             安 岡 三 四 郎

 14. 「ア ミノ酸」の生物學的研究(第2報)

             廣 井 清

 15. 「レ線」生物學的研究補遺

             万 城 目 二 三

 16. 雌性非妊成熟家兎腦下垂體の硬「レ線」放射

に よる性「ホル モン」の生物學的影響(第2報)

             野 口 好 之

 17. 雌 性非妊成熟家兎腦下垂體の硬 「レ線」放射

に よる性「ホル モン」の生物學的影響(第3報)

             野 口 好 之

 18. 「ラヂ ウム」の生物學 的作 用(續 報)特 に「ラ

ヂ ウムエマナチ オン」崩解物 質の 生體 内蓄積 に關

す る實驗的研究 井 上 數 雄

 19. 肋膜 斜位撮影法(Schragaufnahme)と 其

の應 用 井 上 數 雄

 20. 蠶卵 を用ひたる「レ線」作用の研究

             古 賀 良 彦             
宮 地 韶 太 郎

 21. 集 團檢査 法 としての「レ線 」間接 撮影 法

             古 賀 良 彦

 22. 胸部「レ線」寫眞に現 はるる氣管影像

             三 宅 太 郎
             島 田 喜 一

 23. 紫外線吸収「スペ ク トルム」より見 たる紫外

線照射 の「ヒスチジ ン」及び「ヒ スタ ミン」に及 ぼす

變 化 岩 佐 健 治             
立 入 弘

 24. 放射 線治療經過 よ り觀た るフツクス氏癌反

應 龜 田 魁 輔             宮 本
重 行

 25. 「レ」線作用上 より觀 たる赤血球 の意義

             長 橋 正 道
             七 種 禮 藏

 26. 「レ線」竝 に2, 3物 質の「ツベルク リン,ア レ

ルギー」に及 ぼす作用 七 種 禮 藏

             廣 井 清
             長 橋 正 道

 27. 過 敏症 と臟器酵素 の消長に就 て(續報)

             松 村 良 治

28. 「紫」外線の過敏症 に及ぼす影響

             黄 演 〓

 29. 「レ」線 の過敏症 抑制 機轉 に就 て

             長 橋 正 道

  宿 題 報 告

 「レ線」放射 竝に2, 3の 理學的療法の瓦斯代謝 に

及ぼす影響 平 松 博

 30. 「レ」線連續放射 の家兎瓦斯代謝 に及ぼす影

響 に就 て 前 田 義 雄

 31. 「レ」線分割放射の家兎 瓦斯代 謝に及ぼす影

響 に就 て

             前 田 義 雄

 32. 「レ」線遷延放射の家兎瓦斯代謝 に及ぼす影

響 に就 て

             前 田 義 雄

 33. 施 灸が家兎瓦斯代 謝 に及ぼす影響 に關す る

研究 大 西 秀 夫

             島 田 喜 一

 34. 脊柱運動 の「レントゲ ン」的研究

             加 藤 俊 男
             山 林 不 二 夫

 35. 生體 心臟 の廻轉 に就 て (承 前)

             加 藤 俊 男
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   特 別 講 演

 各種熱の生物學的作用に就て

             櫻 井 勇 太 郎

 36. 冷浴の血行 に及ぼす影響 に就 て

             有 井 友 清

 37. 超短波透射に よる家兎瓦斯代謝の變動 に就

て 藤 卷 時 男

38. 赤線赤外線放射家兎 の血清竝に 血液沈降成

分注射の正常家兎血液像に及ぼす影響 に就て

             二 之 宮 千 代

 39. 網内系填塞動物の創傷治癒 に及ぼす超短波

電流の影響 に就 て(第1報)

             岡 徹 男

 40. 各種疾患に於 ける超短波療法の成績に就 て

(第1報) 山 田 泰             
石 原 國

             足 立 弘
             永 松 義 光

 41. 自家考案「ヂアテル ミー」働性導子及び其 の

「デモ ンス トラチオ ン」

             大 貫 公 光

 42. 電源電壓變動のX線 強度 に及ぼす影響 に就

て　.鈴 木 重 光

 43. X線 發生裝置に對する自働調整器の應 用

           鈴 木 重 光

 44. X線 管纎條加熱電壓の補償方法 に就て

           關 戸 信 吉

           小 原 誠

45. X線 管に於 ける「エ レク トロン」の運動

           松 島 清
           松 本 徳 智           

岩 崎 耕 作

46. 最短波長 の測定方法に關 して

           木 岡 元
           平 塚 喜 雄
           原 田 音 次 郎

47. 超短波に よる間腦刺戟照射 法

第1報 月經困難症 に對す る應 用に就 て

           井 上 佐

48. 簡易子宮卵管造影法に就 て

           井 上 佐

49. 肺「ヂ ストマ」の「レ線」診斷の可能 性に就 て

           三 宅 壽

50. 喉 頭部の「トモグ ラム」供覽

           三 宅 壽

51. 穿通性胃潰瘍 を伴へ る張直性脊椎 關節炎の

1例 原 保 郎
           平 本 秀 雄

 52. 内鮮人胸部「レ線」像に於け る播種 性結核に

就 て

             原 保 郎

 53. 肺門陰影 の體 位竝 に呼吸性變 化に就 て

             宮 地 幸 彦

 54. 巨大肺胞擴張症

             板 津 三 良

 55. 集 團身體檢査 に於 ける胸部「レ線」檢査成績

             中 村 徹

 56. 胃腸「レ線」診斷 と壓痛 點に就 て

             林 昌 隆

 57. 肺臟「エ ヒノコツクス」の1例

             瀬 木 嘉 一

 58. 佐 々木 大貫打診板 に依 る心 臟打診界及 び

「レ線」に依 る心臟境界 の比較 に就 て

             大 貫 公 光

 59. 肺結核「レ線」診斷上 に於 ける2, 3考 察

             大 圖 實

 60. 喀痰 中に結核 を證 した る場合 の 小兒胸部

「レ線」所見

             渡 邊 琢 一

 61. 肺腫瘍 の臨牀的竝に「レ線」的觀察

             山 田 泰
             石 原 國
             永 松 義 光

 62. 横膈 膜下膿瘍 の1例 國 見 義 郎

 63. 移動性十 二指腸 の1例 竹 本 庸 夫

 64. 癲癇者 の「エ ンツエフアログ ラフイー」

             山 本 荘 一 郎

   宿 題 報 告

 「レン トゲン」寫眞に關する實驗的研究

            牧 野 利 三 郎

 65. 腸管憩 室3例 に就 て 野 口 好 之

 66. 食道粘膜 「レリー フ」像 に就 て

             玉 本 正 男

 67. 膽嚢の「レ線 」診 斷に就 て

             菊 地 耕 一

 68. 横隔膜「レラクサチオ」の2, 3の 所見

             加 藤 俊 雄
             小 宮 山 信 雄

   指 定 演 説

 69. 戰傷者診療上必要な る「レン トゲ ン」學の知

識 清 野 寛

 70. 諸種惡性腫瘍「レ線」治療時 に於 ける赤血球

沈降速度の消長 に就 て 福 岡 善 二 郎
             玉 本 正 男
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 71. 慢性骨髓性 白血病の「レン トゲ ン」治療に關

する統計的觀察 馬 場 駿 二

             倉 田 誠

 72. 慢性 白血病 に對 ずる「レ線」治療 の效果

             入 交 忠 雄

 73. 大 なる壁龕 を呈 する胃潰瘍 の「レ線 」治療成

績 川 波 浩

 74. 更年期苦訴の「レ線」療法

             堀 三 郎

 75. 高血壓症 の陰「イオ ン」療法

             後 藤 基 彰

   宿 題 報 告

 「レ線」治療に於 ける高電壓の問題

             古 賀 良 彦

 76. 直腸癌の「レ線」治療成績

             山 口 聖 憲

 77. 食道癌放射線治療 の副作用

             岩 井 孝 義

 78. 食道癌の放射線 治療成績

             岩 井 孝 義

  特 別 講 演

 螢光及び螢光材 料,増 感紙 に就 て

           射 和 三 郎

 79. 胃腸神經症 の「レ療」治療

           井 手 一 郎

 80. 「レ線」を主 とせ る「ハ イネメヂ ン」氏病 の治

療成績 諏 訪 信 吾
           立 入 弘
           古 川 清 夫

 81. 「レン トゲ ン」潰瘍 の「ラ ドン」軟膏療法

           三 宅 壽

          塚 口 敏 郎

 82. 結 核性頸部淋巴腺炎の「レ線」治療

           山 田 喜 三

 83. 「レ線」照射に より著效 を治め し腦腫瘍 の1

例

          谷 村 吉 三

84. 體腔管近接 照射 に依 る皮膚 癌治療の1例

          葛 城 一 徳

85. 尋常性 白斑 の「レ線」照射療法

          西 岡 時 雄
          諏 訪 信 吾

86. 子癇樣發作 に對す る「レ線」治療

          永 田 義 淵
          水 口 秀 夫

 87.「 リプシユツツ」氏急性 〓陰償 瘍 に對 する體

腔管 照射治療例
             赤 松 金 四 郎

 88. 子宮癌放射線療法後の直腸障碍 に就 て

             中 村 眞 太 郎

 89. 子宮癌 の放射線治療成績の統計 的觀 察

             中 村 眞 太 郎

      〓 愈 よ大 陸 ヘ進 出

 岡山醫科大學で は長期建設の國策 に沿ひ先 づ同

大學 細菌學教室が 同仁會(支 那各地に防疫,診 療

班 派遣 及び宣撫工作 に從事 してゐ るもの)の 國家

的事 業に參加,今 囘天津 に新設 され る「防疫處」を

同教室で引受 け軍部 と密接 な連繋 下に活 動 を起す

こ とになつた

  これ は先 ごろ醫大で開催 された 日本 寄生蟲學

 會 に出席 した宮川傳研所長 と細菌學教室鈴木稔

 教授 との間に下話 があ り5月 下旬鈴木教授 が上

 京 して松村興亞 院文化部長,高 木東大教授(北

 支防疫班長)を は じめ 宮川氏,同 仁 會專務理事

 田邊軍醫中將等 と懇談 の結果具體化 した もので

同教室では初代處長 として村上助教授 を推 し處員

に吉野啓三,伊 賀忠博,北 村直次諸氏のほか技術

員看護婦,事 務 員等18名 を決定,6月10日 ごろ

先發隊 として村上,伊 賀兩氏が出發 し防疫處設置

の諸準備にあた り同月下 旬全員 を派遣す ることに

なつてゐ る

  尚ほ同處の豫算 は臨時費 を除いて約80000圓

 が計 上 され て をり,爾 後 岡山醫大關係者に よつ

 て重要地 天津 を中心 に防疫 に,宣 撫 に其の效 果

 を期待 され てゐ る

      (昭 和14年5月30日 合同新聞)
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